
室
町

。
戦
国
初
期
に
お
け
る

甲
府
盆
地
中
央
部
の
諸
一象
族

は

じ

め

に

新
羅
三
郎
義
光
の
子
孫
が
甲
斐
国
に
土
着
し
て
、
そ
の
勢
力
範
囲
を
拡
張
し

て
い
く
に
つ
れ
て
、
各
代
ご
と
に
子
弟
を
新
し
い
領
土
に
分
封
し
て
、
そ
の
地

の
名
を
首
字
と
さ
せ
、
勢
力
を
益
々
拡
大
し
て
行

っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
室
町

・
戦
国
初
期
に
現
在
の
甲
府
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
い
か

な
る
苗
字
の
武
士
が
発
展
し
て
行

っ
た
か
を
見
た
い
と
思
う
。

史
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
新
し
い
発
見
の
た
め
の
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
が
、
従
来
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、　
Ｆ

蓮
寺
過
去
帳
』
お
よ
び

各
種
の
甲
斐
源
氏
武
田
氏
系
図
等
で
あ
る
。
諸
系
図
の
う
ち
、
特
に

『
円
光
院

武
田
氏
系
図
』
は

『
続
群
書
類
従
』
な
ど
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
武

田
氏
系
図
と
は
全
然
別
の
系
統

の
も
の
で
、
甲
斐
国
の
な
か
で
作
成
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
、
参
考
に
す
べ
き
も
の
が
多
々
あ
る
。

系
図
の
類
は
作
成
の
時
代
、
製
作
者
な
ど
の
分
析
が
肝
要
で
あ

っ
て
、
系
図

の
記
載
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
は
危
険
な
場
合
も
あ
る
が
、
参
考
に
す
る

と
か
手
掛
り
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
よ
い
。

な
お
、
筆
者
が
今
ま
で
に
見
た
も
の
に
、
現
甲
府
市
内
大
津
町

（
旧
中
巨
摩

治

郡
二
川
村
大
津
）
の
慈
恩
寺
蔵
、
作
成
伝
来
不
詳
の
甲
斐
源
氏
武
田
氏
系
図
が

あ
る
。
こ
の
系
図
の
初
め
の
部
分
は
破
れ
て
い
て
、　
一
番
右
に
見
え
る
も
の
は

浅
利
与

一
義
成
で
あ
る
の
で
、
普
通
の
甲
斐
源
氏
武
田
氏
系
図
の
黒
源
太
清
光

の
子
の
逸
見
太
郎
光
長

・
武
田
太
郎
信
義
の
兄
弟
の
半
分
以
下
か
ら
が
見
え
て

い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
系
図
の
中
で
は
、
武
田
氏
直
系
は
五
郎
信
光
以
降

が
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
系
図
は
前
述
の
円
光
院
蔵
武
田
氏
系
図
と
似
た

部
分
が
あ
り
、
円
光
院
蔵
本
と
同
じ
系
統
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
円
光
院
蔵
本

を
参
考
に
し
た
も
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

円
光
院
本
と
若
千
記
載
が
異
な
る
個
所
が
あ
る
の
は
、
円
光
院
本
か
ら
の
誤
写

な
の
か
、
あ
る
い
は
、
最
初
か
ら
円
光
院
本
と
違

っ
た
記
載
を
し
て
い
た
も
の

か
ら
の
写
本
で
あ
る
の
か
は
、
こ
こ
で
に
わ
か
に
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

ま
た
、
玉
諸
神
社
蔵
の

『
磯
部
家
系
図
』
も
作
成
の
年
代
等
検
討
を
要
す
る

が
、
こ
れ
に
も
武
田
氏
に
関
係
の
あ
る
記
載
が
多
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
今
後
、

今
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
な
い
諸
家
の
系
図
な
ど
が
出
て
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

神
社

・
寺
院
の
記
録
や
棟
札
、
あ
る
い
は
仏
像
の
胎
内
銘
な
ど
研
究
が
進
め

ば
、
新
し
い
史
料
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
以
下
の
記
述
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は
従
来
知
ら
れ
て
い
る
史
料
を
用
い
て
、
概
観
的
に
諸
豪
族
を
列
記
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

武
田
氏
系
図
で
子
弟
が
複
数
で
出
て
来
る
の
は
、
鎌
倉
期
ま
で
を
除
く
と
甲

斐
守
信
武
の
子
刑
部
大
輔
信
成
か
ら
で
、
殊
に
陸
奥
守
信
春
の
兄
弟
に
下
条
刑

部
大
輔
氏
信

・
布
施
満
春

・
栗
原
殿
が
あ
り
、
布
施
氏
か
ら
大
津
氏
が
分
出
す

る
。
安
芸
守
満
信

（信
満
）
の
兄
弟
に
は
穴
山
修
理
大
夫
春
信

（満
春
）

。
吉

田
刑
部
大
輔
成
春

・
伊
豆
守
信
継

（下
条
殿
）

・
市
部
七
郎
信
久
が
あ
り
、
刑

部
大
輔
信
重
の
兄
弟
に
は
右
馬
助
信
長

・
仁
勝
寺
殿

・
江
車
兵
庫
頭
信
泰

。
今

井
左
馬
助
信
景

・
巨
勢
村
宮
内
大
輔
信
賢

・
倉
科
治
部
少
輔
信
広

・
山
官
民
部

（刑
）

少
輔
信
安
が
あ
り
、
刑
部
大
輔
信
守
の
兄
弟
に
穴
山
兵
部
少
輔

（信
介
）

・
伊

擦
守
基
信

（基
経
）

。
中
務
大
輔
賢
範

（下
曽
祢
）
が
あ
り
、
刑
部
大
輔
信
昌

の
子
、
五
郎
信
縄
の
兄
弟
に
は
彦
八
郎
信
恵

（油
川
）

ｏ
四
郎
縄
美

（岩
手
）

・

松
尾
次
郎
信
賢

（薩
摩
守
）
な
ど
が
あ
る
。
　

以
上
の
中
で
、
甲
府
盆
地
、
即

ち
現
甲
府
市
周
辺
に
い
た
の
は
、
布
施
氏

。
大
津
氏

・
仁
勝
寺
殿

・
今
井
氏

・

巨
勢
村
氏

・
山
宮
氏

・
油
川
氏
な
ど
で
あ
る
。
系
譜
関
係
不
明
な
る
も
小
河
原

氏

・
極
楽
寺
氏
な
ど
も
こ
れ
ら
の
何
れ
か
か
ら
分
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
証
拠
と
な
る
史
料
は
な
い
。

布
　
施
　
氏

布
施
の
氏
号
は
現
中
巨
摩
郡
田
富
町
布
施
の
地
名
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

慈
恩
寺
蔵
武
田
氏
系
図
に
は
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

布
施
彦
六
満
春
は
武
田
信
成
の
三
男
も
し
く
は
四
男
で
、
法
名
を
義
林
と
称

し
た
こ
と
は
諸
系
図
に
見
え
る
。

大
津
の
法
瞳
山
慈
恩
寺

（曹
洞
宗
龍
華
院
末
）
で
は
応
永
年
中

（
一
二
九
四

十

一
四
二
八
）
布
施
満
春
が
同
寺
を
建
立
し
、
そ
の
三
男
大
反
和
尚
を
開
山
と

慈
思
寺
蔵
武
田
氏
系
図

雪
窓
継
院
佛
謁
坂
依
石
和
　
　
　
花
峯
護
国
院
殿

し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

一
昨
年
甲
府
市
史
編
纂
の
途
上
発
見
さ
れ
た
、
甲
府
市
後
屋
町

（
旧
国
母
村

後
屋
）
の
太
平
山
腸
善
寺

（臨
済
宗
妙
心
寺
末
）
の
木
造
釈
迦
如
来
坐
像
の
胎

内
墨
書
銘

（
『
甲
府
市
え
研
究
』
第
二
号
、
伊
藤
祖
孝

・
秋
山
敬

「
鯵
善
寺
仏

像
調
査
報
告
」
）
に
見
え
る

「
法
光
頼
武
満
春
」
は
、
法
光
は
武
田
信
成
の
法

名
、
満
春
は
そ
の
子
、
頼
武
は
満
春

の
子
で
あ
り
、
法
光

（信
成
）
―
満
春
―

頼
武
の
系
譜
は
、
甲
斐
源
氏
武
田
氏
の
諸
系
図
に
も
、
円
光
院
武
田
氏
系
図
、

慈
恩
寺
武
田
氏
系
図
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
満
春
は
布
施
の
地
に
い
て
布

施
氏
を
称
し
、
勝
善
寺
の
あ
る
後
屋
と
は
余
り
離
れ
て
い
な
い
。
信
成
も
後
屋

に
隣
接
す
る
古
上
条
の
雪
窓
院

（臨
済
宗
東
光
寺
末
）
を
祈
願
所
と
し
た
と
い

う

（
『
甲
斐
国
志
』
仏
寺
部
第
七
）
。

布
施
満
春

の
長
男
頼
武
は
法
名
宗
山
超
公
、
布
施
氏
を
名
乗

っ
て
い
る
。
布

施
の
万
寿
山
法
星
院

（曹
洞
宗
歓
盛
院
末
）
は
丙
申
年

（文
明
八
年

一
四
七
六

か
、
あ
る
い
は
応
永
二
十
三
年

一
四

一
六
か
。
）
正
月
布
施
頼
武
の
開
基
と
伝

え
て
い
る
。
布
施
頼
武
の
弟
満
頼
は
法
名
季
照
最
公

（
『
国
志
』
）
、
右
馬
頭

と
系
図
に
見
え
る
。
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『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
に
よ
れ
ば
、
信
成

（継
統
院
殿
雪
窓
、
当
国
守
護
、
弥

阿
）
は
明
徳
五
甲
戊
年
六
月
十
二
日

（
一
三
九
四
）
、
信
春

（長
福
寺
殿
、
甲

斐
守
、
当
国
守
護
、
寿
阿
）
は
応
永
＝
癸
邑
年
十
月
寸
三
日

（
一
四

一
三
）
の

没
で
あ
る
が
、
没
年
齢
は
明
ら
か
で
な
い
。

大
　
津
　
氏

右
の
布
施
満
春
の
三
男
が
大
反
和
尚
で
大
津
の
慈
恩
寺

（寺
記
に
よ
れ
ば
明

応
六
丁
巳
年
開
聞

一
四
九
七
）
の
開
山
と
な

っ
て
い
る
が
、
布
施
満
春
の
二
男

右
馬
頭
満
頼
の
子
信
清
が
大
津
氏
を
称
し
て
い
る
。
大
反
和
尚
と
大
津
信
清
は

叔
父

ｏ
場
の
関
係
に
あ
る
。
信
清
の
法
名
は
長
福
寺
殿
天
用
□
□
。

鎌
田
八
幡
宮
享
徳
四
年
乙
亥

（
一
四
五
五
、
七
月
二
十
五
日
改
元
康
正
元
年
）

八
月
の
棟
札
に
よ
れ
ば
、

「
享
徳
四
年
乙
亥
二
月
十
九
日
手
飯
始
。
同
三
月
十
日
柱
立
。
八
幡
宮
造
営

之
次
第
勧
進
聖
雪
庭
。

六
月
十
九
日
棟
上
。
同
八
月
十
二
日
御
殿
入
。

大
檀
那
武
田
弥
九
郎
信
永
。

（芸
州
力
）

同
　
　
武
田
大
津
□
□
信
清

享
徳
四
年
乙
亥
八
月
十
二
日
本
願
敬
白
」

と

あ

る

。

『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
に
は

宣
阿
弥
陀
佛
　
大
津
芸
州

亜
聴
抑
嚢
睛
打
死

長
阿
弥
陀
佛
　
同
弥
七
郎

同
打
死

与
阿
弥
陀
佛
　
山
宮
右
近
助

同
打
死

移
阿
弥
陀
佛
　
同
聡
六

同
打
死

光
阿
弥
陀
佛
　
同
七
郎

同
打
死

理
阿
弥
陀
佛
　
同
新
九
郎

同
打
死

輿
阿
弥
陀
佛
　
コ
セ
村
式
部
丞

同
打
死

喜
阿
弥
陀
佛
　
同
源
三
郎

同
打
死

馨
阿
弥
陀
佛
　
極
楽
寺
聡
三
郎

　

同
打
死

敬
阿
弥
陀
佛
　
井
上
治
部
丞

同
打
死

国
阿
弥
陀
佛
　
河
崎
大
炊
左
衛
門

同
打
死

純
阿
弥
陀
佛
　
河
崎
神
左
衛
門

同
打
死

と
い
う
記
載
が
あ
り
同
時
に
十
二
人
の
打
死
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
大
津
芸
州

は
系
図
の
大
津
安
芸
守
信
清
で
あ
り
、
延
徳
四
年
王
子

（
一
四
九
二
）
は
鎌
田

八
幡
宮
棟
札
の
享
徳
四
年
乙
亥

（
一
四
五
五
）
の
三
十
七
年
後
で
あ
る
。

慈
恩
寺
蔵
系
図

長
福
寺

彦
次
郎
信
令

弥
七
郎
信
茂

等
虎
蔵
主

僧
　
小
法

僧
　
芳
蓮

僧
　
周
辰

亀
王

女
子
有
之

右
馬
頭
満
頼
―
―

安
芸
守
信
清

王
常
喜

心
山
憚
公

三
郎
信
宗

十
郎
信
繁

廣
恵
首
座

女
子
太
多

住 ぐ
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と
あ
る
。
廷
徳
四
年
大
津
芸
州
と
同
打
死
の
同
弥
七
郎
は
安
芸
守
信
清
の
孫
の

弥
七
郎
信
茂
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
如
く
鎌
田
八
幡
宮
棟
札
享
徳
四
年
の
大
檀
那

（芸
州
力
）

武
田
大
津
□
□
信
清
と
、　
一
連
寺
過
去
帳
延
徳
四
年
打
死
の
宣
阿
弥
陀
佛
大
津

芸
州
と
、
慈
思
寺
蔵
系
図
の
大
津
安
芸
守
信
清

（長
福
寺
）
と
、
別
々
の
史
料

に
同

一
人
物
が
三
ヶ
所
に
見
え
る
こ
と
に
な
る
。

因
み
に
長
福
寺
と
い
う
の
は
中
巨
摩
郡
玉
穂
町
中
楯

（旧
中
巨
摩
郡
稲
積
村

字
中
楯
）
の
陽
明
山
龍
徳
寺

（曹
洞
宗
歓
盛
院
末
）
は
も
と
長
福
寺
と
称
し
た

が
江
戸
時
代
享
朱
二
年
に
諄
を
避
け
て
龍
徳
寺
と
改
め
た
と
い
う
。
己
亥
年
正

月
鎌
田
兵
衛
尉

（位
牌
に
陽
切
院
殿
利
山
元
亨
大
禅
定
門
と
あ
る
）
の
開
基
と

伝
え
る
が
年
代
は
詳
か
で
は
な
い
。

系
図
に
は
信
清
の
子
に
は
左
馬
頭
信
住
の
は
か
男
子
六
人
、
女
子
太
多

ン

が
あ
り
、
信
住
の
子
に
は
彦
次
郎
信
令
の
外
、
弥
七
郎
信
茂
ら
六
人
の
男
子
、

ほ
か
に
女
子
が
あ
る
。

布
施
氏
か
ら
分
れ
た
大
津
氏
は
、
布
施

の
地
か
ら
東
方
に
当
る
大
津

（叔
父
に
当
る
大
反
和
尚
は
大
津
に
慈
恩
寺
を
開
い
た
）
の
地
を
地
盤
と
し
て

勢
力
を
拡
大
し
た
の
で
あ
る
が
、
延
徳
四
年
の
合
戦
で
大
津
芸
州
信
清
と
そ
の

孫
弥
七
郎
信
茂
を
同
時
に
失
い
、
大
津
氏
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
こ

と
は
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
延
徳
四
年

（七
月
十
九
日
改
元
し
て
明
応
元
年
）
の

合
戦
は
武
田
信
縄
が
弟
の
信
恵
と
戦

っ
た
も
の
で
こ
の
年
か
ら
甲
斐
国
が
乱
国

に
な
っ
た
と

『
妙
法
寺
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
時
打
死
十
二
名
で
、
大
津

姓
二
人
以
外
に
、
山
宮
姓
四
人
、
巨
勢
村
姓
二
人
、
極
楽
寺
姓
、
井
上
姓
各

一

人
、
河
崎
姓
二
人
も
同
時
に
打
死
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
現
甲
府
市

周
辺
に
地
盤
を
も
つ
諸
豪
族
は
、
信
恵
側
に
立

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
に
大
津
に
関
係
あ
る
も
の
と
し
て
、

（永
享
五
ヵ
）
七
月
二
日
　
　
　
金
阿
　
大
津
堀
内

文
安
元
年
間
六
月
甘
九
日
　
　
　
眼
阿
　
大
津

（文
安
三
年
五
月
）
十
九
日
　
　
稗
阿
　
大
津

（寛
正
三
年
頃
、
日
付
ナ
シ
）

文
阿
　
大
津

（寛
正
三
―
文
明
元
）
　

　

　

弥
阿
　
大
津

文
明
十
八
年
二
月
十
日
　
　
　
　
正
阿
　
大
津

と
、
右
に
記
し
た
延
徳
四
年
壬
子
の
宣
阿
大
津
芸
州
、
長
阿
同
弥
七
郎
が
あ
る

が
、
そ
の
後
、
大
津
の
記
載
は
な
い
。
勢
力
を
失

っ
て
了

っ
た
も
の
か
。
な
お
、

右
の
系
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
僧
に
な

っ
た
も
の
が
多
い
。

信
玄
の
時
代
に
大
津
新
左
衛
門

（
馬
乗

一
人
足
軽
二
十
人
）
足
軽
大
将
の
記

録
が
あ
る
が
、
こ
の
新
左
衛
門
は
芸
州
信
清
の
系
譜
を
引
く
も
の
か
否
か
は
定

か
で
は
な
い
。

一
本
武
田
系
図

信

成



傘註）
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修
理
亮
信
春
―
―

信
満

上
野
介
基
信

下
條
伊
豆
守
武
春
“
郡
″
下
条
猶
子

栗
原
甲
斐
守
武
続
十
郎
、
栗
原
祖

布
施
彦
六
満
春
義
林
、
大
津
等
乏
祖

円
光
院
武
田
氏
系
図

右
の
諸
系
図
を
比
較
す
る
と
、
武
田

一
流
系
図
の
布
施
彦
六
満
春
の
下
、
円

光
院
武
田
氏
系
図
の
布
施
殿
満
春
の
下
に
は
記
載
は
な
い
。
慈
恩
寺
蔵
武
田
氏

系
図
は
一
本
武
田
系
図
と
ほ
と
ん
ど
差
異
は
な
い
。
但
し
、　
一
本
武
田
系
図

・の

信
経
以
下
は
誤
り
の
疑
い
が
濃
い
の
で
こ
れ
を
除
い
て
、
信
住
の
官
途
名
が
左

馬
頭
と
右
馬
頭
、
三
郎
信
宗
と
信
棟
、
信
令
と
信
今
、
と
い
う
ょ
う
に
若
千
の

差
が
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
、
大
津
氏
は
芸
州
信
清
打
死
の
あ
と
も
、
子
孫
が
続
い
て
い

る
こ
と
を
、
右
の
二
つ
の
系
図
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

今
　
井
　
氏

今
井
氏
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
か
つ
て

「
今
井
兵
庫
助
と
そ
の
系
譜
」

（
『
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
第
二
十
九
号
、
昭
和
五
十
三
年
）
で
若

栗 布 下 奥
原 施 条 州
殿 殿 殿 信

「

~下~~下~¬~~T―:ヨと
耳
~1♀言

夕 法 遠 七 伊 刑 修 安
子 阿 大 郎 豆 部 理 芸
太 爾 西 信 守 大 大 守
多 陀 堂 久 信 輔 夫 満

偽量晟詫亀暑
信
§



千
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
詳
細
は
省
略
し
て
、
こ
こ
で
は
慈
恩
寺
武
田
氏
系

図
と
円
光
院
武
田
氏
系
図
と
の
異
同
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

慈
思
寺
系
図
で
は
今
井
兵
庫
助
信
経
の
兄
弟
に
関
し
て
は
円
光
院
系
図
と
同

（輔
）
ヂ

様
で
あ
る
が
、
信
経
の
子
は
八
郎
信
慶

・
大
蔵
大
夫
信
又

・
弥
次
郎
の
二
人
の

順
序
に
兄
弟
と
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
円
光
院
系
図
で
は
こ
の
三
人
の
前

に
左
馬
助
信
甫

・
左
馬
助
虎
甫
の
二
人
の
兄
弟
が
入

っ
て
い
る
。
慈
恩
寺
系
図

で
は
こ
の
二
人
は
大
蔵
大
輔
信
又
の
子
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
慈
恩
寺
で
は

八
郎
信
慶
の
子
は
逸
見
兵
庫
助
信
是

・
平
三

・
源
三
の
二
人
で
あ
り
、
円
光
院

で
は
信
慶
の
子
に
は
、
右
の
二
人
の
ほ
か
に
そ
の
弟
に
な

っ
て
い
る
播
磨
守
信

意
が
あ
る
が
、
慈
恩
寺
で
は
、
信
意
は
信
是
の
子
、
刑
部
右
衛
門
虎
意
の
兄
と

な

っ
て
い
る
。
四
郎
信
員
は
両
系
図
と
も
に
播
磨
守
信
意
の
子
で
あ
る
。
な
お
、

円
光
院
系
図
で
は
、
信
是
の
子
、
虎
意
の
弟
に
、
新
九
郎
、
武
田
越
前
守
、
輿

左
衛
門
の
二
人
が
あ
る
が
、
慈
恩
寺
系
図
に
は
こ
の
三
人
は
な
い
。

『
甲
斐
国
志
』
は
円
光
院
系
図
の
信
叉
を
信
甫

・
虎
市
の
弟
と
し
て
記
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
疑
間
を
も
ち
、
信
叉
を
信
慶
の
兄
と
し
て
、
信
甫

・
虎
甫
兄
弟

を
信
叉
の
子
と
改
め
て
い
る
が
、
慈
恩
寺
系
図
は
、
信
慶

。
信
文
の
兄
弟
の
順

は
異
な
る
が
、
信
甫

。
虎
輔
を
信
文
の
子
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

『
甲
斐
国
志
』

と
同
じ
で
あ
る
。

慈
恩
寺
系
図
の
作
成
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

『
甲
斐
国
志
』
の
編
纂

以
前
に
円
光
院
系
図
と
同
系
統
の
系
図
が
あ

っ
て
、
円
光
院
系
図
が
写
し
課

っ

た
も
の
を
慈
恩
寺
系
図
が
正
し
く
写
し
た
も
の
か
、
或
は
慈
恩
寺
系
図
が

『
甲

斐
国
志
』
よ
り
後
の
作
成
で
、
円
光
院
系
図
を
根
拠
と
し
て
い
な
が
ら
、

『
国

志
』
に
よ

っ
て
訂
正
し
た
も
の
か
、
そ
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
今

の
と
こ
ろ

判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
円
光
院
系
図
の
平
三
の
箇
所
に
、

「
ス
ハ
ヨ
ツ
責
殺
ス
。
テ
ウ
カ
城

ニ
ツ
カ
ア
ツ
」
と
記
し
て
い
る
部
分
は
、
慈
恩
寺
系
図
は

「諏
訪
ヨ
リ
責
殺
ス
。

テ
ウ
ガ
城

二
墓
有
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
前
者
に
は
源
三
に
つ
い
て
記
載
は

な
い
が
、
後
者
に
は

「
谷
戸
」
の
姓
を
付
け
て
い
る
。

平
三
・
源
三
に
つ
い
て
は
、　
ヨ

蓮
寺
過
去
帳
』
に
、

是
阿
弥
陀
佛
　
武
田
平
三

様
虹
施
掘
鴫

与
阿
弥
陀
佛
　
侍
者
源
三

加
翡

重
阿
弥
陀
佛
　
武
田
上
条
彦
七
郎

様
珂
崩
相
町

金
阿
弥
陀
佛
　
亀
千
代

師
射

と
見
え
る
、
平
三
・
源
三
と
同

一
人
と
筆
者
は
推
定

（
た
だ
し
永
正
五
己
巳
は

永
正
六
己
巳
の
誤
り
と
考
え
る
）
し
、

『
高
白
齋
記
』
永
正
六
年
己
巳
十
月
甘

三
日
の

「小
尾
秀
十
郎
、
江
草
城
ヲ
乗
取
」
と
い
う
事
件
と
関
連
す
る
も
の
と

推
測
し
た
。
テ
ウ
カ
城
で
は
よ
く
分
ら
な
い
が
、
テ
ウ
ガ
城
と
す
れ
ば
、
あ
る

い
は
庁
衝
城
で
若
神
子
辺
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
後
考
を

侯
つ
。
ま
た
、
源
三
に
つ
い
て
は
、

『
玉
諸
神
社
神
主
磯
部
家
系
図
』
に
現
れ

る
こ
と
は
、

『
甲
府
市
史
研
究
』
第
二
号
に
ふ
れ
て
お
い
た
。

（龍
淵
齋
＝
武

田
太
郎
正
清
の
父
武
田
六
郎
正
欄
の
長
女
、
正
清
の
姉
が
今
井
源
三
虎
林
の
室

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
正
初
の
室
は
今
井
大
蔵
大
輔
信
成
の
女
と
す
る
が
、
信

成
は
信
文
と
同
人
か
。
）

因
み
に
、
今
井
大
蔵
大
輔
信
欠
は

『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
に
よ
れ
ば
眼
阿
明
応

三
年

（
一
四
九
四
）
甲
寅
三
月
二
十
六
日
打
死
で
あ
り
、
与
阿
源
三
の
永
正
六

年
己
巳

（
一
五
〇
九
）
十
二
月
二
十
四
日
打
死
の
十
五
年
前
に
な
る
。
明
応
三

年
三
月
二
十
六
日
の
合
戦
で
武
田
信
縄
が
弟
の
油
川
彦
八
郎
信
恵
を
破

っ
て
い

る

（
『
妙
法
寺
記
』
）
。
信
文
は
信
恵
の
側
に
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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光
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甲
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物
部
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）

八
郎

種

楽

寺

氏

『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
延
徳
四四
型
言
七
月
甘
二
日
打
死
に
極
楽
寺
聡
三
郎
が
あ

る
。
明
応
元
年
壬
子

（七
月
十
九
日
改
元
）
七
月
二
十
二
日
の
武
田
信
縄
と
信

恵
の
兄
弟
の
相
剋
に
関
し
て
、
前
述
の
宣
阿
大
津
芸
州

（安
芸
守
信
清
）

。
長

阿
大
津
弥
七
郎
と
同
じ
日
、
他
の
多
く
の
士
と
と
も
に
打
死
し
て
い
る

一
人
で

あ
る
。
極
楽
寺
の
地
名
は
現
在
玉
穂
町
極
楽
寺
が
あ
る
。
甲
府
市
高
室
か
ら
六
百
メ
ー

ト
ル
南
に
接
す
る
。
極
楽
寺
の
村
名
は
極
楽
寺
と
い
う
寺
名
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
が
、

『
国
志
』
編
纂
の
時
に
も
そ
の
名
の
寺
は
な
く
、

「
本
村
は
蓋
し
佛

剰
に
依
て
村
名
を
得
る
か
。
然
と
も
今
其
寺
は
見
え
ず
」
と
い
っ
て
い
る
。
現

存
す
る
安
楽
寺
と
い
う
寺
と
の
関
係
も
明
ら
か
で
な
い
。

極
楽
寺
の
姓
に
つ
い
て

『
一
連
寺
過
去
帳
』
で
は
、

文
甥
十
八
年
三
月

一
日
　
臨
阿
　
極
楽
寺
殿 兵

摩

山
城
守

Ｆ
信
意
―
―
信
員



と

「殿
」
の
字
を
付
け
て
い
る
の
で
、
武
田
氏
の
分
流
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
武
田
直
系
の
ど
の
あ
た
り
か
ら
分
れ
た
も
の
か
、
従
来
見
る
こ
と
の
で
き

る
系
図
で
は
出
て
来
な
い
。
比
較
的
武
田
氏
直
系
に
近
い
分
れ
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
が
。

『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
に
は
、
右
の
二
の
ほ
か
、

（永
享
五
カ
）
七
月
十
二
日
　
士声
阿
　
極
楽
寺

（寛
正
三
―
文
明
元
）
　

　

珠
阿
　
極
楽
寺
南

（文
明
八
年
）
日
付
ナ
シ
　
　
浄
阿
　
極
楽
寺
門
前

文
明
十

一
年
九
月
五
日
　
　
　
満
阿
　
極
楽
寺
門
前
逆
修

が
見
え
る
が
、
明
確
な
年
代
の
分
ら
な
い
も
の
が
多
く
、
南

・
門
前
な
ど
と
書

か
れ
て
い
る
も
の
は
姓
で
あ
る
か
否
か
も
分
ら
な
い
。

極
楽
寺
聡
三
郎
は
大
津
芸
州
と
と
も
に
信
恵
側
に
立
っ
て
打
死
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
こ
の
事
件
で
大
津
氏
も
極
楽
寺
氏
も
勢
力
を
失

っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
後

『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
に
は
極
楽
寺
の
名
は
出
て
来
な
い
。

し
か
し
完
全
に
亡
ん
で
し
ま
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
宮
原

（旧
中
巨
摩
郡
大
鎌
田
村
宮
原
、
現
甲
冶
市
宮
原
町
）
の
宇
波
刀
神
社
に
現
蔵

さ
れ
る
珈
話
初
に
関
し
て
の
伝

ヽ
説
に
極
楽
寺
殿
の
名
が
現
わ
れ
る
。

天
文
十
五
年
正
月
、
極
楽
寺
殿
が
府
中
の
武
田
晴
信
の
館
に
年
賀
に
出
か
け

る
途
中
、
現
在
の
二
日
市
場
の
芝
宮
明
神
の
松
の
木
に
獅
子
頭
が
か
か
っ
て
い

る
の
を
見
て
、
晴
信
の
も
と
に
持
参
し
た
と
い
う
伝
説

（
『
甲
府
市
史
』
別
編

Ｉ
民
俗
を
参
照
の
こ
と
）
で
あ
る
が
、
極
楽
寺
殿
と
宮
原
宇
波
刀
神
社
の
神
主

桜
林
氏
の
名
が
現
わ
れ
る
。
こ
の
伝
説
は
慶
長
四
年
に
宇
波
刀
神
社
神
主
桜
林

氏
が
記
し
た
社
記
が
も
と
と
な
っ
て
お
り
、
天
文
十
五
年
の
桜
林
神
主
が
慶
長

四
年
ま
で
生
存
し
て
い
て
、
自
分
の
経
験
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
獅

子
頭
の
件
は
事
実
あ

っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
晴
信
が
桜
林
氏

・
極
楽
寺
氏
ら

と
相
計

っ
て
晴
信
輩
下
の
諸
将
士
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
行
な

っ
た
演
出

で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
桜
林
神
主
の
存
在
は
勿
論
、
こ

の
時
代
に
極
楽
寺
殿
が
実
在
し
た
こ
と
も
、
こ
の
伝
説
か
ら
認
め
て
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

明
応
元
年
に
打
死
し
た
極
楽
寺
聰
三
郎
の
あ
と
、
そ
の
子
孫
に
当
る
誰
か
が

極
楽
寺
の
地
に
残

っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
は

『
甲
陽
軍
鑑
』
な
ど
の
軍
記
物
に
は
極
楽
寺
氏
は
出
て
来
な
い
。
た
だ
し
勝
頼

の
近
習
衆
に
極
楽
寺
孫
介
が
あ
る
の
で
、
極
楽
寺
氏
は
天
正
頃
ま
で
も
残

っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

仁

勝

寺

殿

諸
系
図
に
武
田
安
芸
守
信
満

の
子
、
武
田
刑
部
大
輔
信
重
の
弟
に
仁
勝
寺

（宗
印
）
が
あ
る
。　
一
本
武
田
系
図
は
四
男
宗
印
仁
勝
寺
と
し
、
円
光
院
武
田

系
図
は
三
男
仁
勝
寺
殿
、
慈
恩
寺
武
田
系
図
も
同
様
三
男
仁
勝
寺
殿
と
す
る
。

仁
勝
寺
殿
は

『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
に
よ
れ
ば
、
昌
阿
仁
勝
寺
永
享
五
年
四
月

＝
九
日
打
死
と
あ
る
。
永
享
五
年
は
癸
丑
、
西
暦

一
四
三
三
年
に
当
る
。
こ
の

時
の
打
死
は
、

永
享
五
年
四
月
甘
九
日

量
阿
弥
陀
佛
　
匠
作

同
日昌
阿
弥
陀
佛
　
仁
鯵
寺

同
日性
阿
弥
陀
佛
　
河
内

同
日時
阿
弥
陀
佛
　
鷹
野

―-37-―



同
日立
側
弥
陀
佛
　
柳
沢

同
日長
阿
弥
陀
佛
　
長
嫁

同
日受
阿
弥
陀
佛
　
山
寺

永
享
五
年
四
月
甘
九
日

徳
阿
弥
陀
佛
　
山
県
主
計

永
享
五
年
四
月
甘
九
日

声
阿
弥
陀
佛
　
牧
原

永
享
五
年
卵
月
寸
九
日

頓
阿
弥
陀
佛
　
林
部

永
享
五
年
卯
月
甘
九
日

眼
阿
弥
陀
佛
　
士
口
田

な
ど
の
名
が
見
え
る
。
永
享
五
年
三
月

一
日
、
信
満

の
子
武
田
信
長
が
鎌
倉
府

よ
り
逐
電
し
て
甲
斐
に
帰
り
、
四
月
二
十
九
日
、
信
長
は
武
田

一
党
と
与
党
日

一
揆
を
率
い
て
、
輸
宝

一
揆
と
荒
川
で
戦

っ
て
敗
れ
た
こ
と
が

『
鎌
倉
大
革
紙
』

に
見
え
る
。
仁
勝
寺
ら
が
打
死
を
し
た
の
は
、
こ
の
荒
川
の
戦
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、

永
事
六
年
四
月
甘
九
日

行
阿
弥
陀
佛

（名
欠
）

同
日善
阿
弥
陀
佛
　
巨
勢
村

永
享
六
年
四
月
寸
八
日

頓
阿
弥
陀
佛
　
山
県

永
享
六
年
卯
月
甘
八
日

金
阿
弥
陀
佛
　
巨
勢
村

も

『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
に
あ
り
、
丁
度

一
年
の
差
が
あ
る
が
、
丁
度

一
年
後
の

こ
の
日
に
何
か
事
件
が
あ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
記
載
は
一
年
の
記

し
誤
り
で
実
は
永
享
五
年
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

慈
恩
寺
武
田
系
図

向
岳
成
就
院

刑
部
大
輔
信
重

右
馬
助
信
義

仁
勝
寺
殿
巨
勢
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

江
草
兵
庫
頭
信
泰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割

左
馬
助
信
景

巨
勢
村
宮
内
大
夫
信
賢

信
広

山
官
民
部
少
輔
信
安



円
光
院
武
田
系
図

功
岳
成
就
院
殿

右
の
慈
恩
寺
武
田
系
図
と
円
光
院
武
田
系
図
を
比
べ
る
と
、
向
岳
と
功
岳
、
兵

庫
頭
と
兵
庫
正
、
信
賢
と
信
堅
、
の
文
字
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で
、
兄
弟
の
順

序
も
名
も
同
じ
で
あ
る
。

一
本
武
田
系
図
で
は
、
①
信
重

（
三
郎
、
刑
部
大
輔
、
号
成
就
院
殿
功
嶽
成

公
、
宝
徳
二
年
庚
年
十

一
月
甘
四
日
逝
。
但
し
、　
コ

蓮
寺
過
去
帳
』
は
重
阿

弥
陀
佛
、
成
就
院
殿
功
岳
、
宝
徳
三
年
辛
未
十

一
月
＝
四
日
、
武
田
信
重
、
刑

部
大
輔
と
す
る
。
）
、
②
信
長

（
八
郎
、
右
馬
助
、
於
上
紹
国
逝
去
）
、
③
信

康

（兵
庫
助
、
年
甘
五
二
シ
テ
逝
去
。
永
正
寺
月
隻
此
代

二
従
江
草
小
狐
ノ
太

刀
ヲ
相
伝
ス
。
己
後

ニ
ハ
今
井
）
、
④
宗
印

（仁
勝
寺
）
、
⑤
信
景

（号
今
井

孫
六
、
左
馬
助
）
、
⑥
信
賢

（号
巨
勢
村
宮
内
大
輔
）
、
⑦
信
広

（号
倉
科
兵

部
少
輔
）
、
③
信
安

（号
山
官
民
部
少
輔
）
、
③
弥
阿

（号
融
山
）
、
の
麦
子

太
多
の
順
に
記
し
て
あ
り
、
順
序
と
し
て
は
前
二
つ
の
系
図
と
比
べ
る
と
③
④

が
入
れ
交
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
、
名
は
信
長
と
信
義
、
信
康
と
信
泰
、
信
賢
と

信
堅
、
兵
部
少
輔
と
治
部
少
輔
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
慈
恩
寺

・
円
光
院
の
系

図
の
右
馬
助
信
義
の
箇
所
は

一
本
武
田
系
図
の
右
馬
助
信
長
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
信
長
は
永
享
五
年
四
月
二
十
九
日
輪
宝

一
揆
と
荒
川
に
戦

っ
た
武

田
信
長
で
あ
る
。
慈
恩
寺

・
円
光
院
の
武
田
系
図
で
は
仁
勝
寺
殿
は
右
馬
助
信

義
の
直
ぐ
弟
、　
一
本
武
田
系
図
で
は
仁
勝
寺
宗
印
は
右
馬
助
信
長
の
あ
と
江
草

兵
庫
助
信
康
を
挟
ん
で
そ
の
弟
と
な
っ
て
い
る
。
仁
勝
寺
宗
印
は
兄
信
長
に
従

っ

て
荒
川
の
戦
に
敗
死
し
た
も
の
と
し
て
よ
い
。

『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
の
同
日
打
死
に
、
量
阿
匠
作

・
性
阿
河
内
ｏ
時
阿
鷹
野

・

立
阿
柳
沢

。
長
阿
長
塚

・
受
阿
山
寺
、
ま
た
永
享
五
年
四
月
寸
九
日
徳
阿
山
県

主
計
、
四
月
甘
九
日
覚
阿

（名
欠
）
永
享
五
年
四
月
寸
九
日
声
阿
牧
原
、
永
享

五
年
四
月
甘
六
日
底
阿

（名
欠
）
永
享
五
年
卯
月
甘
九
日
頓
阿
林
部
、
な
ど
が

見
え
、
右
の
匠
作

・
河
内

・
鷹
野

・
柳
沢

・
長
塚

・
山
寺
な
ど
同
日
打
死
の
も

の
た
ち
も
信
長
の
味
方
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

何
れ
に
し
て
も
巨
勢
村
の
仁
勝
寺
宗
印
は
兄
弟
に
連
る
縁
で
兄
右
馬
助
信
長

に
組
し
て
永
享
五
年
四
月
甘
九
日
の
荒
川
の
合
戦
で
打
死
し
た
も
の
と
断
定
し

て
よ
い
。

現
在
甲
府
市
小
瀬
町

（近
世
の
山
梨
郡
中
郡
筋
小
瀬
村
）
の
鳳
堂
山
仁
勝
寺

（臨
済
宗
大
黒
坂
村
聖
応
寺
末
）
は

「
開
基
武
田
右
馬
助
信
長
、
巨
瀬
宮
内
少

輔
信
堅
ノ
墓
二
基
碑
子
フ
建
ツ
」

（
『
国
志
』
）
と
し
て
い
る
が
、
仁
勝
寺
殿

の
墓
と
称
す
る
も
の
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
開
山
は
文
明
三
辛
卯

（
一
四
七

一
）

十
月
十
日
寂
の
一
音
喝
西
堂
で
あ
る
と
い
う

（
『
国
志
』
）
。



し
か
る
に
、

『寺
記
』
山
梨
郡
中
郡
筋
小
瀬
村
鳳
堂
山
仁
勝
寺
の
記
載
に
、

「開
基
新
羅
三
郎
十

一
代
右
馬
助
信
義
公
法
名
仁
勝
寺
殿
月
水
宗
印
大
居
士
墓

所
有
レ
之
、
大
壇
那
同
信
義
公
弟
宮
内
少
輔
信
堅
法
名
脱
空
甲
居
士
墓
所
在
レ

之
。
」
と
し
て
い
て
、
仁
勝
寺
殿
宗
印
は
武
田
右
馬
助
信
義
の
法
名
と
し
て
い

る
。
円
光
院
系
図

・
慈
恩
寺
系
図
の
右
馬
助
信
義
は
一
本
武
田
系
図
な
ど
の
武

田
右
馬
助
信
長
に
相
当
す
る
と
前
に
述
べ
た
が
、
武
田
信
長
は
、
永
享
五
年

（
一
四
三
三
）
四
月
の
荒
川
の
合
戦
で
敗
れ
た
の
ち
、
駿
河
国
に
逃
れ
、
永
享

十
年

（
一
四
三
八
）
十
月
の
永
享
の
乱
に
は
幕
府
軍
と
し
て
出
陣
し
、
足
利
持

氏
方
と
戦
い
、
永
享
十
二
年

（
一
四
四
〇
）
の
結
城
合
戦
に
武
田
信
重
ら
と
共

に
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
参
戦
し
、
翌
嘉
吉
元
年

（
一
四
四

一
）
結
城
合
戦
の
功

に
よ
り
信
長
は
曽
比

。
千
津
島
等
を
与
え
ら
れ
、
宝
徳
元
年

（
一
四
四
九
）
足

利
持
氏
の
子
は
許
さ
れ
元
服
し
て
成
氏
と
称
し
鎌
倉
公
方
と
な
る
と
、
十
月
信

長
は
鎌
倉
に
入
っ
た
成
氏
に
仕
え
、
享
徳
三
年

（
一
四
五
四
）
十
二
月
信
長
は

成
氏
の
命
に
よ
り
鎌
倉
管
領
上
杉
憲
忠
の
邸
を
急
襲
し
て
憲
忠
を
討
ち
、
康
正

二
年

（
一
四
五
六
）
正
月
、
信
長
は
一
族
と
と
も
に
上
総
国
に
入
っ
て
、
真
里

谷

・
庁
南
の
二
城
に
拠

っ
た
、
な
ど
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
永
享
五
年
四

月
甘
九
日
に
打
死
の
仁
勝
寺
殿
は
武
田
右
馬
助
信
長
で
は
あ
り
え
な
い
。

『
寺

記
』
に
い
う
武
田
右
馬
助
信
義
は
信
長
と
は
別
人
で
あ
っ
て
、
円
光
院
系
図

・

慈
恩
寺
系
図
は
、　
一
本
武
田
系
図
な
ど
の
記
す
如
く
、
①
刑
部
大
輔
信
重
、
②

右
馬
助
信
長
と
し
、
そ
の
次
に
③
右
馬
助
信
義

（法
名
仁
勝
寺
殿
宗
印
）
と
す

べ
き
と
こ
ろ
を
、
右
馬
助
信
長
を
記
し
落
し
、
右
馬
助
信
義
と
仁
腸
寺
殿
を
二

人
に
分
け
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
も
生
れ
て
く
る
。
他

の
史
料
に
よ
っ
て
検
討
が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、

『
国
志
』
に
い
う
開
基
右
馬
助
信
長
の
墓
は
、

『寺
記
』
に
記
す
の

が
正
し
く
、
右
馬
助
信
義
の
墓
と
改
め
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

巨

勢

村

氏

前
項
の
仁
勝
寺
殿
の
仁
勝
寺
は
小
瀬
村
に
あ
る
が
、
小
瀬
村
を
姓
と
す
る
家

が
仁
勝
寺
殿
の
兄
弟
に
、
巨
勢
村
宮
内
大
輔
信
賢

（信
堅
）
が
あ
る
。　
一
本
武

田
系
図
も
円
光
院
武
田
系
図

・
慈
恩
寺
武
田
系
図
も
安
芸
守
信
満

（満
信
）
の

六
男
と
し
て
い
る
。　
ど

蓮
寺
過
去
帳
』
の

延
徳
元
年
七
月
十
二
日
　
師
阿
弥
陀
佛
　
巨
勢
村
宮
内
大
輔

と
見
え
る
の
が
信
賢
と
見
て
よ
い
。
延
徳
元
年
己
酉
は
西
暦

一
四
八
九
年
に
当

り
、
長
享
三
年
八
月
二
十

一
日
に
改
元
し
て
延
徳
元
年
と
な
る
か
ら
、
七
月
十

二
日
は
ま
だ
長
享
三
年
で
あ
る
。

し
か
し
、

『
一
連
寺
過
去
帳
』
に
見
え
る
巨
勢
村

（小
瀬
村

・
コ
セ
村
）
は

す
で
に
応
安
三
年

（
一
三
七
〇
）
に
あ
り
、
永
享

・
宝
徳

・
享
徳

・
文
明
の
時

代
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

応
安
三
年
五
月
甘
四
日
　
文
阿
　
巨
勢
村

永
享
六
年
四
月
甘
八
日
　
善
阿
　
巨
勢
村

永
享
六
年
卯
月
甘
八
日
　
金
阿
　
巨
勢
村

（永
享
十
力
）
　

一二
月
二
日
　
殊
阿
　
巨
勢
村

宝
徳
二
年
五
月
十
三
日
　
陵
阿
　
小
瀬
村

享
徳
三
―
十

一
年
頃
　
本
阿
　
巨
勢
村

文
明
九
年
八
月
九
日
　
光
阿
　
巨
勢
村
逆
修

と
あ
る
。
延
徳
元
年
の
師
阿
　
巨
勢
村
宮
内
大
輔

（信
賢
）
は
古
く
か
ら
あ
る

巨
勢
村
の
姓
を
継
承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
師
阿
巨
勢
村
宮
内
大
輔
の
あ

と
巨
勢
村
の
名
で
見
え
る
の
は
、

延
徳
四
壬
子
正
月
二
日
　
重
阿
　
巨
勢
司
農

延
徳
四
壬
子
七
月
寸
二
日
打
死
　
典
阿
　
コ
セ
村
式
部
丞



同
　
一詈
阿
　
同
源
二
郎

明
応
三
甲
寅
二
月
時
正
　
陵
阿
　
コ
セ
村
了
香

同
　
甲
寅
二
月
甘
六
日
打
死
　
念
阿
　
ヨ
セ
村
信
意

永
正
五
戊
辰
八
月
甘
九
日
　
を不
満
禅
門
　
コ
セ
村

天
文
十
辛
丑
五
月
甘
五
日
　
蓮
阿
　
小
瀬
村

な
ど
が
あ
る
。

延
徳
四
年
王
子
七
月
寸
二
日
の
典
阿

ロ
セ
村
式
部
丞

・
善
阿
同
源
三
郎
の
打

死
は
、
前
記
の
大
津
芸
州

・
大
津
弥
七
郎
、
山
官
右
近
助
ほ
か
同
姓
三
名
、
極

楽
寺
聰
三
郎
、
井
上

ｏ
河
崎
な
ど
と
同
時
に
打
死
で
あ
る
。
武
田
信
縄

・
信
恵

兄
弟
相
剋
に
関
係
す
る
合
戦
の
打
死
で
あ
る
。
ま
た
明
応
三
甲
寅
三
月
寸
六
日

打
死
の
コ
セ
村
信
意
は
武
田
信
縄
が
弟
信
恵
を
破

っ
た
戦
い
に
お
い
て
で
あ
り
、

こ
の
日
の
打
死
と
し
て
、
眼
阿
大
蔵
大
輔

（今
井
信
又
）
、
与
阿
加
藤
兵
部
少

輔
殿
、
底
阿
近
山
、
教
阿
後
屋
対
馬
殿
、
純
阿
塩
田
右
京
進
ら
の
名
も

『
一
蓮

寺
過
去
帳
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。
延
徳
四
年

（明
応
元
年
）
・
明
応
三
年
の
両

合
戦
共
、
巨
勢
村
の
人
々
は
信
恵
側
に
つ
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
年
の
正
月
二
日
重
阿
巨
勢
司
農
も

一
族
と
し
て
よ
い
が
、
信
賢
の
子
に

当
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
小
瀬
村
の
う
ち
に
あ
る
天
津
司
宮
の
社
記
に
は

「
大
症
〓
Υ
壬
午
武

国
民
部
少
輔
信
乗
修
造
、
関
八
月
二
十
七
日
の
成
就
」
と
棟
札
に
記
さ
れ
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
が
、
信
乗
は
信
賢
の
子
孫
で
あ
ろ
う
。

『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
の
天
文
辛
丑
二
月
甘
五
日
蓮
阿
小
瀬
村
と
い
う
の
が
信

乗
で
あ
ろ
う
か
。

小

河

原

氏

『
一
蓮
寺
過
去
帳
』
に
は
小
河
原
が
多
く
現
わ
れ
て
い
る
。

（康
永
元
力

（壬
申

一
三
四
三
）
）
七
月
七
日
　
金
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原

（寛
正
二
年
頃
）

弥
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原
豊
州

（寛
正
三
―
文
明
元
）

連
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原

（同
右
）

善
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原

（同
右
）

珠
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原
中
書

（文
明
元
１
文
切
五
）

善
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原

文
明
五
年
癸
巳
三
月
十
九
日
　
見
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原

文
明
五
癸
巳
十

一
月
寸
六
日
　
与
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原
四
郎
右
衛
門

同
日
　
底
阿
方
陀
佛
　
小
河
原
文
五
郎

文
切
九
年
十
月
六
日
　
連
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原
伯
者

文
明
十
六
年
十
二
月
四
日
　
直
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原
逆
修

矢
毘
棄
弐
寧
瑶
座
縄
ど
醍
九
）
声
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原

（延
徳
二
年
）
日
付
ナ
シ
　
乗
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原

延
徳
三
辛
亥
九
月
十
六
日
　
士
口
阿
弥
陀
佛
　
逆
修
小
河
原

（明
応
三
甲
寅
頃
）
日
付
ナ
ン
　
典
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原

永
正
五
戊
辰
十
月
甘
四
日
　
成
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原
　
相
当
七
年

永
正
五
戊
辰
十
二
月
五
日
　
来
阿
弥
陀
佛
　
小
河
原
左
京
進

右
の
う
ち
弥
阿
弥
陀
佛
小
河
原
豊
州
は
文
阿
弥
陀
佛
大
津
と
同
日
に
な
っ
て

い
る
し
、
文
明
五
年
十

一
月
十
六
日
に
は
輿
阿
弥
陀
佛
小
河
原
四
郎
右
衛
門
と

底
阿
小
河
原
文
五
郎
は
独
阿
今
井
又
二
郎

・
頓
阿
河
村
左
衛
門
二
郎
ら
と
同
日

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
何
か
事
件
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
し
う
る
も
の
は
な
い
。

右
の
如
く
小
河
原
を
姓
と
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

系
譜
関
係
は
不
明
で
あ
る
し
、
ま
た
小
河
原
の
地
に
勢
力
を
も

っ
た
豪
族
と
思

わ
れ
、
あ
る
い
は
武
田
氏
の
系
譜
を
引
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、
武
田
氏
の
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ど
こ
に
系
譜
を
引
く
の
か
も
明
ら
か
で
な
い
。

上
小
河
原
村
の
熊
野
神
社
社
記
に
は

「武
田
太
郎
信
義
造
替
、
正
慶
中
高
畠

太
郎
次
郎
時
盛
修
造
、
明
応
之
頃
再
建
地
頭
武
田
八
郎
信
恵
奉
行
卜
上
梁
文
写

御
座
候
」
と
あ

っ
て
、
同
社
は
古
く
か
ら
武
田
氏
と
関
係
が
あ
っ
た
が
、
信
恵

が
奉
行
と
し
て
再
建
し
た
と
い
う
こ
と
は
当
地
域
の
上
が
信
恵
と
深
く
結
び
つ

い
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
あ
る
い
は
信
恵
が
、
明
応
元
年

ｏ
明
応
三
年

に
武
田
信
縄
と
争

っ
た
中
で
、
小
河
原
の
と
も
勢
力
を
失

っ
て
ゆ
く
と
見
ら
れ

る
。

『
甲
斐
国
志
』
人
物
部
第
七
小
河
原
氏
の
項
に
は

「今
小
河
原
村
三
村

ニ

分
処
ス
。
氏
族
フ
伝
ル
者
ナ
シ
」
と
、
述
べ
、
同
書
士
庶
部
第
八
に
は
上
小
河

原
村
に
島
田
左
衛
門
の
項
を
設
け
、

「其
先
伊
勢
守
某
、
駿
州
島
田
菜
ノ
女
フ

要
り
遂

二
其
姓
フ
冒
シ
享
禄
ノ
頃
ヨ
リ
武
国
家

二
属
セ
リ
。
…
…
」
と
記
し
て

い
る
。
島
田
氏
の
先
祖
、
伊
勢
守
某
が
小
河
原
氏
の
系
統
で
あ
る
か
否
か
は
今

の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

右
の
外
、
現
在
甲
府
市
を
合
む
甲
府
盆
地
周
辺
を
地
盤
と
し
た
豪
族
と
し
て
、

小
曲
氏
、
堀
内
氏
、
高
室
氏
、
鎌
四
氏
、
後
屋
氏
、
板
垣
氏
、
下
条
氏
、
な
ど

が
見
ら
れ
る
。
板
垣
氏
の
こ
と
は
別
に
詳
細
な
報
告
が
必
要
で
あ
る
が

『
一
蓮

寺
過
去
帳
』
に
よ
り
中
世
室
町
戦
国
初
期
の
名
を
捨
う
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

小
由
氏

文
明
元
年
十
月
二
日
の
一
行
あ
と
力
阿
　
小
曲

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
阿
　
小
曲
弥
次
郎

文
明
六
年
甲
午
閏
五
月
十
六
日
　
清
阿
　
小
曲

明
応
十
辛
酉
二
月
寸
七
日
　
与
阿
　
小
曲
美
濃

堀
内
氏

文
明
十
四
年
六
月
十
四
日
　
文
阿
　
堀
内
藤
四
郎
逆
修

文
亀
ュ
壬
茂
二
月
寸
六
日
死
去

明
応
三
甲
寅
三
月
甘
六
日
打
死
　
光
阿
　
堀
内
源
二
郎

明
応
七
戊
午
拾
月
九
日
　
成
阿
　
堀
内

文
亀
元
辛
百
六
月
汁
日
　
勢
阿
　
堀
内

永
正
八
辛
未
正
月
十
五
日
　
光
阿
　
堀
内
弥
三

永
正
九
壬
申
正
月
甘
日
　
来
阿
　
堀
内
清
衛
門

高
室
氏

（永
享
六
カ
）
九
月
四
日
　
道
阿
　
一局
室

鎌
田
氏

（嘉
吉
元
年
力
）
日
付
ナ
シ
　
能
阿
　
鎌
田

（宝
徳
二
年
力
）
正
月
七
日
　
来
阿
　
一鎌
田

後
屋
氏

明
応
三
年
甲
寅
三
月
甘
六
日
打
死
　
教
阿
　
後
屋
対
馬
殿

こ
の
後
屋
対
馬
殿
も
武
田
氏
の
一
族
と
思
わ
れ
る
が
、系
譜
関
係
は
不
明
で

あ
る
。
こ
の
日
武
田
油
川
彦
八
郎
信
恵
が
兄
武
田
信
縄
と
戦

っ
て
敗
れ
、
信
恵

に
味
方
し
た
も
の
に
眼
阿
今
井
大
蔵
大
輔
信
叉

・
念
阿
コ
セ
村
信
意

・
与
阿
加

藤
兵
部
少
輔

・
光
阿
堀
内
源
二
郎

・
純
阿
塩
田
右
京
進
な
ど
の
多
く
の
武
士
が

あ
り
、
後
屋
対
馬
守
も
信
恵
に
味
方
し
て
打
死
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。

あ

と

が

き

以
上
の
如
き
地
名
を
姓
と
し
た
諸
家
は
、
武
田
氏
惣
領
家
の
藩
塀
と
し
て
、

地
域
々
々
に
勢
力
を
張

っ
た
が
、
室
町

・
戦
国
時
代
の
度
重
な
る
諸
合
戦
の
中

で
討
死
を
遂
げ
、
勢
力
を
失

っ
た
も
の
も
あ
ろ
う
。
殊
に
武
田
信
縄

・
信
意
の

相
剋
に
参
加
し
て
討
死
を
し
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
直
後
、
武
田
信
虎
の
甲
斐

統

一
の
中
で
減
亡
し
た
も
の
も
あ
る
し
、
武
田
氏
の
家
臣
に
な
っ
た
も
の
も
あ
っ

て
、
戦
国
大
名
武
田
信
玄
の
代
に
は
多
く
は
そ
の
存
在
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

（市
史
編
さ
ん
委
員
）


